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このたび、船岡町大字福井字西ノ岡地内に、町営新農業構造改善事業西ノ同地区

は場整備事業が計画実施されることになりました。この付近一帯は、埋蔵文化財の

包蔵が予測される土地であります。

このため工事により埋蔵文化財が破壊される恐れもあるので、町文化財保護委員

会の意見を聴取した結果、事前の予備調査が必要であると認め、昭和55年6月3日

発掘調査に着手いたしました。

例年になく異状なまでの冷夏のためか、悪天候に悩まされ調査も困難でありまし

たが、初期の目的を達成し、多くの成果を挙げて無事に調査を終了いたしました。

これは、ひとえに県文化課文化財主事森田純一氏の適切なご指導。ご助言と、終

始献身的に調査にたずさわっていただいた松下利秀主任調査員の両氏、並びに作業

にご尽力いただいた町文化財保護委員を初め、地元関係者の方々に対して、厚くお

礼申し上げます。

昭和56年3月20日

鳥取県八頭郡船岡町教育委員会教育長

西　尾　親　義



例 闘

1。この報告書は、町営新農業構造改善事業西ノ同地区は場整備事業の実施に伴なって行なった

埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2。調査は、船岡町教育委員会が「西ノ同遺跡発掘調査」として、国・県の補助を受け行なった。

3．期間は、昭和55年6月3日に着手し56年3月20日に終了した。

4．調査の実施にあたっては、適宜県文化課の指導助言を得た。

5．本書の作成は、松下利秀が執筆編集した。

6。トレンチ分布図については、町産業課作製の1／1，000地形図を使用した。

7．本書に使用した方位は全て磁北を示す。

8。遺物の保管は、船岡町教育委員会で行なっている。

（調査主体）

（調査団長）

（調査指導）

（主任調査員）

（調　査　員）

調　査　組　織

船岡町教育委員会

西尾親義（船岡町教育委員会教育長）

森田純一（鳥取県教育委員会文化課文化財主事）

松下利秀

中家誠次、木下俊雄、浦林寿男、田中登貴男、西尾政美（以上、船岡町文化

財保護委員）、田中一男、橋本正太郎、谷口雅美智（以上、船岡町教育委員会）

（作　業　員）　岩見一郎、木嶋孝明、橋本信治、岩成熊治、木下正人、井田春野、井田たっ

子、木下すみ江、岸田美智子、浦林はる江、木嶋普美子、小橋和江、橋本和

江、橋本道子、西田登喜子、田渕和子、山本正子

（事務担当）　竹尾雅詮（船岡町教育委員会社会教育主事）
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第1図　西ノ岡古墳平面図



第工章　遺跡の位置と環境

船岡町の遺跡と神社の分布図

西ノ同遺跡トレンチの分布図

第I章　調査の概要

1　Al・A2トレンチ

2　Bトレンチ

3　Cl・C2トレンチ

4　Dl・D2・D3トレンチ

5　El・E2トレンチ

6　Fトレンチ

7　西ノ岡古墳

付　録　西ノ同遺跡遣物・遺構写真

あとがき

船　岡　位置　図
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第玉章　遺跡の位置と環境

八東川中流域左岸、千代川河口より約24kmの所にある西ノ同遺跡は、新第三系中新統の鳥取層

群下部層を基盤とする海抜高度70－80mの沖積扇状地に位置している。

この遺跡の下位には、遺跡との比高6－10mで中位段丘（約3万年前の洪積段丘）が隼小学校

付近から上野・下濃にかけて広がり、その下位の低位段丘との比高も3－6mあり、段丘面が比

較的よく保存されている地域である。

この遺跡から八東川への最短距離は約500mあり、下流へ約4kmの地点の私都川右岸には白鳳時

代後期の創立と推定されている国指定史跡の土師百井廃寺（註①）がある。そして岩永実（1959）（註②）

は旧八上郡内における方格地割を字名より推定しており、これを船岡町遺跡分布図に使用した5

万分の1地形図で見ると、私都川流域では口縄手・三反田（花原）。漆ケ坪（石田百井）。六反田・

八反田（富谷）。があり、八東川流域では石ヶ坪・柿ヶ坪（三谷）。梅ヶ坪（坂即（下濃）（西御門）。

坪の内（殿）。石ガ坪・漆ガ坪（日下部）とあり、地形的には低位氾濫原をさけ高位氾濫原乃至第工Ⅱ

段々丘上に見出されるとして、奈良時代にはこの付近一帯に条里が施行されていたと推定している。

また、今回の発掘に前後して調査した牧野遺跡、丸山遺跡では弥生時代中期の土器を検出して

おり丸山遺跡では中世の遺構・遺物も出土している。そして西ノ同遺跡のC2トレンチでは、奈

良時代後半期と推定される円面硯が出土している事により、この付近の主要な建造物があったと

も考えられ、この地域一帯は早くから開けていたものと推定される。

西ノ同遺跡の地形について見ると、基盤礫岩の上位をクロボク又はロームの二次堆積物が薄く

被覆する沖積扇状地と判断され、部分的には第三紀丘陵と呼ぶべき所も見られる。

A・Dトレンチで土層断面を見ると、概略的に地表から基盤礫岩までの間に二層の明褐色土層

が認められ、基盤礫岩を含めると三つの文化層として識別出来ると考えられる。下位のものから、

弥生時代後期・古墳時代前期そして奈良時代に対比出来るのではないかと考える。またC2トレ

ンチの土層断面より奈良時代後半期以後宝町時代までに2回の地形的に安定して土壌の層相分化

の進行した時期があったものと推定される。つまり、A・Dトレンチでの二層の明褐色土層は沖

積扇状地形成過程の中で、土石流堆積物が土壌化して行く過程での層相分化による集積層又はD

層（基盤）に相当するものと判断され、C2トレンチで見られる斑紋土層も同質のものと解釈する

と、計5回の地形的に固定されていた時期を弥生時代以降に推定出来る。

西ノ同遺跡で確認された遺構として弥生時代後期と奈良時代後半期の住居址そして古墳時代後

期の古墳が挙げられるが、この事より牧野遺跡（註③）と同様の印象を受ける。つまり弥生時代後期

から古墳時代前期にかけてこの地区は住居区として使用され、古墳時代後期には聖域として墓地

として使用され、奈良時代後半期には再度住居区として使用されていたものと推定される。この

現象が地域一帯に共通するものであるならば、その原因を究明する必要が生じてくる。

－1－
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第2図　船岡町遺跡e神社分布図
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（F）西谷神社　㈹大江神社

注一10は遺跡を示し、⑳は神社を示す。

注－2　国土地理院発行1：50，000地形図「鳥取

南部」「若桜」図幅より抜粋。
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第玉章　調査の概要

船岡町大字福井字西ノ岡地内で第2図遺跡分布図に見るように福井古墳（現状はヒノ木の25年

生におおわれているが墳形は円墳か方墳で墳丘崖下（北方）に舟川一昔高瀬舟が通った枝川－が

流れている。規模は直径12m・高さ1．5mである。）が認められており、また付近に土師器片が散

布している為に何らかの遺跡の存在が推定されていた。そこで、この遺跡の性格・規模等を明確

にするための試掘調査を実施した。

（I－1）Al・A2トレンチ

Alトレンチ表土下40－55cmで弥生土器底部（三片）、婆（2片）、注口．土器の注口部（1個）、壷（1

片）その他を検出しているが、遺構としては方形状の落ち込みを第4図の如くに感ずるのみで明

確には認める事が出来なかった。

従ってAleA2トレンチでは、その出土状況より弥生時代後期頃の文化層が地表下40－55cmのと

ころにあると推定される。又、その他の遣物として、奈良時代から平安時代を指示する須恵器片

（高台）を表土層より認めている。

遺物実測図一工

Al・A2トレンチ出土物一覧表

三二｛‥‡三一1
0　　　　　　5　　　　　10cm

遺物
番号 器　種 色　 調 胎　 土 焼成 法量（cm） 形態上の特徴 手法上の特徴 備考 （出土地点）

1 婆 浅　　 黄 粗砂点在

細砂散在

やや

軟質

口　 径

25．2

鋭い「く」の字の口頭部

口縁端部やや肥厚

不　　　　　 明 A l トレンチ　 ー40cm

2 婆 にぷい橙 均質細粒 やや 口　 径 鋭い「く」の字の口頭部 胴上部から頸部にタテ A l トレンチ　 ー40cm

軟質 16．0 均等厚の口縁部 パケメ　　　　　　　 ◎

3 長頸壷 に　ぷ　い 均質細粒 やや 口　 径 直立気味外傾頸部 外面頭部タテパケ A l トレンチ　 ー48cm

黄　　 褐 ～　微 粒 硬質 14．0 大きく開き垂下気味の

口縁端部

内外面口縁部ヨコナデ

4 弥生土

器底部

浅　　 黄 均質細粒

粗砂点在

やや

軟質

底　 径

6．2

一端立上がって広がる 不　　 明　 確 A l トレンチ　 ー65cm

5 弥　 生

土　 器

注口部

にぷい橙 均質細粒

粗砂点在

やや

硬質

口　径

1．5

注口長

5．8

外面端部を丸くおさえ

る。

ヘラオサエ？ A 2　トレンチ　 ー80cm

－4－



第4図　A－　eA2トレンチ平面図
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這正二二二±二二二±＝ゴ＿「±≡書

江口10YR5A中小角～亜角磯散在淡黄褐色土層　　　　臣ヨ10YR5畑中小角～亜角礫散在淡黄褐色土層

手工三三≡三≡デ　≡二三三三三芸≡≡二≡

第5図　A－トレンチ東壁地層断面図

Ⅲ皿10YR5／句中小角～亜角磯散在淡黄褐色土層

皿遡10YR4〟～4／唱中小角～亜角磯散在淡明黄褐色土層

E重］10YR4月～4月中小角～亜角礫散在淡暗褐色土層

図10YR4月～3／句中小角～亜角礫散在暗褐色土層

臣ヨ10YR5／6中小角～亜角磯散在淡黄褐色土層

匝団7・5YR4月～4／3／句中小角～亜角磯散在暗褐色土層

田10YR6／℃～4／も中小角～亜角磯散在明黄褐色土層

囲7．5YR4／2～2／2クロボク質灰黒褐色泥炭層

第6図　A2トレンチ東壁地層断面図
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（Ⅱ－2）Bトレンチ

本トレンチ全体では17個のピット状遺構と1基の土壌（南西部より供献土器と考えられる土師質

土器片を認めている）、そして北端部で溝状遺構を検出している。この内、遺物を伴出したピット

はN。．5・9・14ヶ所であり、灰白色を呈した高台のある埠や壷の耳を検出した。また北端部の溝

状遺構からは須恵製・土師製の小片を認めたが計測に値するものは認められなかった。

ピット状遺構の配列状況より、N200Eの傾きをもつ建造物が推定され、出土物より八世紀（奈

良時代）頃の掘立柱式の建物であり、この北端部には自然地形を切り込んで深さ20cmの溝を設け

ていたものと考えられる。

ミニ∈♂

遺物実測図一Ⅱ

Bトレンチ出土物一覧表

0　　　　　　5　　　　　10cm

遺物
番号

器　 種 色　 調 月台　土 焼成 法量をm） 形態上の特徴 手法上の特徴 備考（出土地点）

6 土不 灰　　 白 粗砂点在 やや 口　径 やや上げ底気味 マキアゲー B ト　レンチ　 －50cm

硬質 12．2 端面を丸くつまみあげ

る

内外面ヨコナデ ピット　 9

7 土不 灰　　 白 中砂点在 やや 口　径 口線上部外反気味 マキアゲ B トレンチ

硬質 12．6 内外面ヨコナデ ピット　 5

8 f不 灰　　 白 粗～中砂 硬質 口　径 端面平坦な高台 マキアゲ B トレンチ　　 ー50cm

散　　 在 14．4 （短かく鋭い） 内外面ヨコナデ 焼土南西方　 30cm

9 土不 灰　　 白 中砂散在 硬質 高台径

14．3

ヨコナデによりやや丸

味のある高台底

内面底部ヨコナデ

外面底部へラケズリ

B トレンチ　　 ー38cm

10 壷の耳 淡　青灰 中砂散在

緻　　 密

硬質 幅 4．5 貼付ユビオサエ B トレンチ　　 ー55cm

ピット　14

11 聾 明黄褐 粗～中砂 軟質 口　 径 「く」の字に外反する 外面頸部上半一肩部夕 B トレンチ　　 ー55cm

散　　 在 23．3 口頸部 テパケ

内面肩上半ヨコへラケ

ズリ

ピット　14

12 蓋 青　　 灰 中砂点在 硬質 口　 径 口縁端部内面に一条の 内外面ヨコナデ B トレンチ

緻　　 密 21．2 凹面。厚めの天井部 （ログロ使用） ピット　14

13 蓋 青　　 灰 中砂点在 硬質 口　径 やや凹面の否井部 内外面へラケズリ・ヨ B トレンチ

緻　　 密 13．6 コナデ （回転台使用） ピット　14

ー6－
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（I－3）Cl eC2トレンチ

2×5mのトレンチを二本設定したが、北半部が急激に落ちる遷急地点に当たり、この落込みが

人為的なものなのか自然地形なのか判断できない。しかし、その埋積状況により奈良時代以前に

は形成されていた落込みと考えられる。つまり地表下50cmで中世土鍋の破片を検出し、－80－120

cmより中世の壷・婆（計測不能）の須恵製破片を検出している。従って図－11の地層断面からも

判るように奈良時代から室町時代にかけて間歓的に埋積されていったものと者えられる。

また、C2トレンチー120cmより円面硯（14）を検出した。この円面硯は、硯面の16－20％を残欠

するのみで台脚部を欠損しているが、口径15．4cmで径11。Ocmの磨滑された陸を復元実測できる。

陸の周囲に深さ　9．5mm、幅14。5mmの海がめぐり、陸と海の境界は高さ　0．hmの稜線により明瞭に

分けられる。そしてヨコナデによる弱い二条の凹線を上面にもち、幅7．5mmの外縁が海を囲み、

側面には突帯が施され、その直下の台脚部上端には透しを穿っ際に形成された幅2．5cmに二ヶ所

のヘラ痕を認め方形状の窓が穿たれていたものと判断される。

色調は表面が青灰色、断面に厚さ　2．伽mの淡赤褐色の部分がサンドウィッチ状に見られ、胎土

は中砂が点在するが全体として緻密で硬質である。手法としては、内面はヨコナデ、外画はヘラ

ケズリ後ヨコナデである。以上により焼成が完壁とは言えないまでも堅く焼きしまった作で、

奈良時代盛期から後半期に推定して大

過ないものと考える。

そして、この円面硯の出土状況より

C2トレンチ南方（山寄り）に奈良時

代のこの付近の主要建造物があったも

のと推定され、マサ土を搬出する土石

流によりこの円面硯の破片がC2トレ

ンチ北部の落込みへ埋没したものと考
°

えられる。

4
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（東壁）

［Ⅱ刀10YR5／旬中小角～亜角礫散在淡黄褐色土層
［Ln10YR4／旬～4畑中小角～亜角磯散在淡明黄褐色土層廣積層）

mm10YR5／℃～4畑中小角～亜角礫散在淡黄褐色土層

田7．5YR5／も～4／も中小角～亜角礫散在明褐色土層（集積層）
臣茸10YR4〟～3月中小角～亜角礫散在淡黄褐色土層

田∃7・5YR5／4～4／句中小角～亜角磯散在褐色土層

臣∃7．5YR5〟～5畑中小角～亜角礫散在淡褐色土層
臣鰯5YR5／も～4／も中小角～亜角磯点在赤褐色土層

四10YR6／も～5／も明黄褐色基盤礫岩

第10図　西ノ岡遺跡Clトレンチ東壁地層断面図
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EZ］10YR5〟中小角～亜角磯散在淡黄褐色土層

囚10YR4月～4／4中小角～亜角礫散在淡暗褐色土層

田10YR5／句～4／句中小角～亜角磯散在淡黄褐色土層

図10YR4／3～3／勺中小角～亜角礫散在暗褐色土層

∈∃2．5Y6／3～6〟中小角～亜角礫点在淡黄色グライ化土層

巴∃10YR6〟～5／4中小角～亜角磯点在淡黄褐色斑文士層

巨ヨ2．5Y6〟～6／6中小角～亜角礫点在灰黄色グライ化土層

Eコ10YR4／句～4／6中小角～亜角礫散在淡明黄褐色土層

mlOYR4／2～4／3中小角～亜角礫点在灰黄褐色土層

医ヨ5YR5〟～5／℃中小角～亜角礫点在暗赤褐色土層

臣謁5YR5／6－J4／6中小角～亜角礫点在明赤褐色土層

にコ10YR5／も～4／6中小角～亜角磯散在淡黄褐色土層

Ⅲコ7．5YR5／6～4／も中小角～亜角礫散在明褐色土層

m7．5YR5月～4〟中小角～亜角礫散在褐色土層

第11図　西ノ岡遺跡C2トレンチ西壁e北壁地層断面図

＼
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

第9図　C－。C2トレンチ平面図

江コ10YR6／ち～5′唱明黄褐色基盤礫岩　　　　①須恵器片（外面パケメ、内面タタキ、厚さ6～9mm）6～7世紀

mm10YR5／匂～5／包暗黄褐色基盤礫岩（弱風化）　②須恵器片（内・外面ヨコナデ）7～8世紀

にコ基盤岩鰯グライ化作用を受ける）　　　　③壷口綾部・須恵器片（内・外面ヨコナデ）7～8世紀

旺Ⅷ基盤岩

mⅢ基盤岩鰯赤色風化を受ける）

にコ基盤岩鰯グライ化作用を受ける）

0　　　　50　　　1m
l＝主二も「L＝こl＝」l！三　已1

－9～10－

④円面硯・須恵製8世紀

⑤中世土鍋室町時代？



（I－ヰ）Dl。［）2　e D3トレンチ

最初Dl・D2トレンチ（各2×15m）を設定したところ、D2トレンチでは出土量が少ない

のに対して、Dlトレンチではその南半部－30cm付近より古式土師器片が中小亜角礫～角礫淡黒

褐色土層に混入して、一日平均約30片が出土した。

遣物が礫質土層より出土する為、土器片と礫との判別が取り上げる乞困難であり遺構の確認が

出来ないままに漸深作業を行なった。その結果、地表下90～110cmで口縁部にクシガキ洗練を施

した壷・婆類の破片を検出し、－110cm前後でピット状遺構を検出すると同時に、第13図に見る

様に略南北方向に置かれた7本の木炭と焼土を認めるに至った。

従って、Dlトレンチの－90－110cm前後に見られる土層は優乱されていないと判断され、こ

れに伴なう遣物として42・55・56を挙げる事ができる。42番の土器は一覧表では丸底型土器に分

類しているが、正確には丸底気味土器と呼ぶべきもので底面にわずかな平担面を有する土器であ

る。55番は比較的箇部の短かい鼓形器台であり、住居牡の入口が南面していると仮定するならば、

この位置には祭祀的な気配を感じる。そしてこの時期の日常的器台が56番で代表されるのではな

かろうか。又、低脚士不に分類してはいるものの52・53・54番の土器は器台としての用途を十分に

有するものであり、－90～110cmに見られる遺構面とどの様な関係を有するのか問題となる。

そこで、Dlトレンチ南部での遣物の出土状況を層位的に見るならば、－90－110cm前後を弥

生時代後期から末期と判断し、－40～50cmに一つの文化層を認め、この層準より古式土師器が相

対的多量に出土すると判断できる。しかし全体として見るならば－80cmより浅いところは古墳時

代前期以後に優乱されている可能性を有する事になり、－40－50cmの層位が四一五世紀を代表す

る層位である事を断定するのは早計であると言わざるを得ない。

ともあれ、Dlトレンチ南部－90－110cmで検出した住居址の規模を確認する為D3トレンチを

設定したが、不明確ではあるが方形プランと推定出来る程度で全体を把握するには至らなかった。

以上により、Dlトレンチ南部－90～110cmに見られる住居址は排水溝を有する竪穴式住居で

方形プランと推定され、これを弥生時代後期から古墳時代前期の土器片が礫層と共に被覆してい

るものと考えられる。

D2トレンチでは南端部で木棺墓の遺構を認めたが、伴出遺物はなく層相的に新期のものなの

で省略する。（第15図参照）

遺物実測図－Ⅳ
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第15回　D2トレンチ東壁地層断面図
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第16図　D3トレンチ東壁地層断面図 0　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　150cm

76．50m

第14図　D－。D2。D3トレンチ平面図

てこ仁一

0　　　　　　　　　5
bココ土－ニ上＝ニー　上＝－　「二一一　圭　一－→

【エコ2．5Y4／旬中小角磯～亜角礫散在オリーブ褐色土層

［エコ2．5Y4／3中小角磯～亜角礫散在オリーブ褐色土層（溶脱層）

m2．5Y4／6中小角磯～亜角礫散在オリーブ褐色土層（集積層）

皿辺10Y R5／6～4／も中小角礫～亜角礫散在暗黄褐色土層

Ⅲ瑠7．5YR5／6～5／8中小角礫～亜角礫散在暗黄褐色土層鰯赤色土化層）

皿10Y R4／3～4／4中小角礫～亜角礫散在淡暗褐色土層

血刀5Y R6／8～5／8中小角磯散在明赤褐色土層（赤色土化）

第17図　Dlトレンチ東壁地層断面図

－13－14－

圏園7．5Y R4／4～3〟中小角礫～亜角礫散在暗褐色土層

∈昌∃7．5YR4／4～4／6中小角礫～亜角礫散在褐色土層

Eヨ10Y R4／4～4／6中小角磯～亜角礫散在褐色土層（溶脱層）

Eヨヨ10Y R6／6～4／唱中小角礫～亜角礫散在褐色土層（集積層）

監詔10YR6／8～5／8中小角礫～亜角礫散在褐色土層（基盤礫岩表層）

圏住居址床面叩き土層（粘土の塊状混入・中小礫散在）
0　　　　　100　　　　　200cm
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遺物実測図－Ⅴ
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Dトレンチ出土物一覧表

遺物
番号 器　 種 色　 調 胎　 土 焼成 法量玩） 形態上の特徴 ＿ 手法上の特徴 備考 （出土地点）

15
I婆又壷

浅 黄 橙 中砂散在 やや 口　 径 直線状の頸部、U 縁下 外面ヨコナデ D 3　トレンチ　 ー60cm

硬質 17．0 部に稜 をもつ複合口縁 内面［J頸部 ヨコナデ 外面にスス沈着

16 婆又壷 黄　　 褐 中砂散在 やや 口　 径 緩外反口縁。下部に稜 U 縁下に2 条の凹面。 D l トレンチ　 ー85cm
緻　　 密 硬質 21．0 複合口縁 肩上部に12条より成る

波状文

外面スス沈着

17 婆又壷 浅 黄 橙 中砂散在 やや 口　 径 複合口縁。緩外反日縁。外面ヨコナデ D l トレンチ南部
軟質 15．0 口縁下部に稜 をもつ 内面肩部へラケズリ

18 婆又壷 に　ぷ　い 細砂散在 やや 口　 径 複合U 縁。外傾する［＿J ［璃豪下に2 条の凹面1 D l トレンチ南部
黄　　 褐 均　　 質 軟質 14．4 綾部。

口縁下部に稜をもつ。

外面ヨコナデ。

内面［」縁ヨコナデ

19 空文壷 に　ぷ　い

黄　　 褐

中砂散在 やや

軟質

口　 径

16．0

複合口縁。外傾するLJ

綾部。

口縁下部に稜 をもつ。．

内外面ヨコナデ D l トレンチ南部

20 婆 又壷 つ炎　　 黄 中砂点在 やや 口　 径 複合臼縁。外傾するH 日縁端部をややツマ ミ D l トレンチ南部
細砂散在 軟質 17．6 縁部。

口縁下部に稜 をもつ。

アゲル。

内外面ヨコナデ。

21 婆 又壷 淡　　 黄 中砂散在 やや 口　 径 複合口縁。緩外反口縁 内外面ヨコナデ D l トレンチ　 ー40cm
軟質 15．6 部。口縁下部に

口縁下部 に稜 をもつ。

口縁端面を丸く仕上げ

る。

22 婆 又壷 に　ぷ　 い

黄　　 橙

粗砂散在

（石英粒）

やや

軟質

口　 径

12．4

複合口縁。緩外反口綾

部。口縁下部に弱い稜

をもつ。

内外面 ヨコナデ D 3　トレンチ　 ー50cm

23 婆又壷 に　ぷ　い

黄　　 橙

中砂散在

均　　 質

やや

硬質

口　 径

14．6

複合口縁。外傾するU

縁部。口縁下部 に鋭い

稜 をもつ。

内外面ヨコナデ D l トレンチ南部

24 婆 又壷 に　ぷ　い 小礫点在 やや 口　 径 複合口縁。大 きく外反 内外面ヨコナデ D 3　トレンチ　 ー80cm
黄　　 橙 中砂散在 硬質 19．4 する口綾部。日縁下部

に鋭い稜 をもつ。

外面にスス沈着

25 婆 又壷 に　ぷ　い 口砂散在 やや 口　 径 弱い複合口縁。緩外反 内外面ヨコナデ D 3　トレンチ
黄　　 橙 小礫点在 軟質 13．6 口縁部。口縁下部に弱

い稜 をもつ。

内面肩へラゲズリ －60－80cm
外面にスス沈着

26 聾 又壷 浅 黄 橙 緻　　 密 やや

硬質

口　 径

12．8

厚めの口綾部

丸みのある日縁端面

内外面ヨコナデ D l トレンチ南部

27 空文壷 に　ぷ　い ′J礫 点在 やや 口　 径 弱い複合U 縁。外傾す 内外面ヨコナデ D l トレンチ
黄　　 橙 中砂散在 軟質 21．2 る日綾部。口縁下部に

鈍い稜 をもつ。

外面頭部に赤色顔料残

存

28 婆又壷 にぷい相 小礫点在 やや 口　 径 「く」の字に外反する 内外面ヨコナデ D 3　トレンチ　 ー80cm
粗砂散在 硬質 14．6 日頸部。

U 縁下部に稜 をもつ

外面にスス沈着

29 婆又壷 にぷい橙 粗砂点在 やや ［」　径 「く」の字の頚部 日縁下部ツマ ミ出し凸 D l トレンチ　 ー80cm
緻　　 密 硬質 19．8 ［持家部に2 条の弱い凹

面

帯をつ くる 外面川縁部スス沈着

30 襲又壷 外面は黒 中砂点在 やや ［＿11 径 複合目線。目線下部に 汀線端部をややツマ ミ D l トレンチ　 ー75cm
内面は淡

淡　　 黄

緻　　 密 硬質 29．0　‾ 鋭い稜 をもつ。 アゲル

内外面ヨコナデ

31 婆又壷 にぷい橙 小礫点在 やや l J 径 「く」字に外反する＝ 外面ヨコナデ D l トレンチ南部
粗砂散在 硬質 24．8 頚 部

け緑部に6 条の沈線

内面fl縁部荒らいヘラ

ミガキ

内面肩部へラケズリ

－40－75cm
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遺物
番号 器　 種 色　 調 月台　 土 焼 成 法量的 形態上 の特徴 手法上の特徴 備 考 （出土地 点）

32 婆 又壷 淡　　 黄 均質細粒 やや 口　 径 複合 口縁 。内傾す る口 外面 ヨコパ ケ D l トレンチ南部

硬 質 29．0 縁部。 H 縁 下部 に鋭 い

稜 をもつ。

内面肩へ ラケズ リ

内面口頭 部 ヨコパケ

－60cm

3 3 小　 壷 黄　　 橙 中砂 点在 やや 口　 径 直 立気味 の短 い日縁部 外面 ・内面 口縁部 ヨコ D 3　 トレンチ中央部

轟致　 ‾密 軟質 6．2 厚 めの口頸 部 ナデ

内面肩へ ラケズ リ

－50－60 cm

3 4 壷 橙 粗砂 点在 やや

軟質

不　 明 緩 外反の 口縁部

口縁 下部 に稜

内面へ ラ ミガキ

外面三重 ス タンプ文

4 本 の クシガキ洗練

D 3　トレンチ　 ー80cm

35 壷 浅　　 黄 粗砂散 在 やや

碩質

不　 明 外反 ・口縁部

口縁下部 に稜

内面 不明

外 面 ヨコナデ

二重 ス タンプ文

（沈綾 な し）

D l トレンチ

36 蓋 黄　　 橙 粗砂散 在 やや つまみ 外反 して大 きく開 く口 外 面パケ メ、 ヨコナデ D l トレンチ　 ー75cm

軟質 径　5．6 縁部 内面 ヨコナデ ？ 外 面に赤色顔料塗付

37 賓 ・壷 浅 黄 橙 中砂散 在 やや 底　 径 － 不　　　　　 明 外 面 ヨコナデ D l トレンチ南部

の　 底 硬質 7．2 内面へ ラケ ズリ 外 面赤色顔料塗付

38 婆 ・壷

の　 底

淡　　 橙 粗砂 点在

緻　　 密

硬質 底　 径

6．9

不　　　　　 明 外 面 ヨコナデ

内面底 部指圧

D l トレンチ

39 平底型

土　 器

外面　 面

にぷい橙

内　　 面

淡　黒 褐

均質細粒

緻　　 密

硬 質 底　 径

5．2

一端立 上が り緩外反 外 面ナデ仕上 げ ？ D l トレンチ　 ー40cm

4 0 平底 型 外面浅黄 点礫 点在 やや 底　 径 上 げ底 気味 外面ナデ D 3　トレンチ　 ー30cm

土　 器 内面淡黄 中砂散 在 硬 質 3．0 緩 やか に立上 がる 内面へ ラケ ズリ

41 丸底 型 外　　 面 均　　 質 やや 底　 径 丸底気味 外面ナデ D 3　トレ ンチ　 ー60cm

土　 器 にぷい黄褐

内　　 面

にぷい黄

緻　　 密 硬 質 1．3 緩 やか に内等 立上 がる 内面 タテパ ケ数条 内面黒色 々素沈着

42 丸底型 外　 面 橙 粗砂 散在 軟質 底　 径 丸底気味 外面ナ デ D l トレ ンチ

土　 器 内面浅 黄 1．0 内等 立上 がる 内面へ ラケズ リ － 100cm 床面

外面 スス沈着

43 丸底 型 外　　 面 中砂散在 やや 底　 径 丸底気味 外面 タテパ ケメ D 3　トレンチ

土　 器 にぷい橙

内面浅 黄

硬質 2．0 内等 立上 がる 内面へ ラケズ リ －60cm北 西部

外面 スス沈着

44 丸底型 外　　 面 中砂散 在 やや 底　 型 丸底気味薄 い 外面 タテパ ケ メ D 3　トレンチ　 ー60cm

土　 器 にぷい橙

内　　 面

浅 黄　橙

緻　　 密 軟 質 2．6 内等 立上 がる 内面 タテナデ

45 高　 土不 　 橙 粗砂点 在 やや 口　 径 大 き く外反 する口縁 部 不　　　　　 明 D l トレンチ　 ー90cm

土不　 部 軟 質 16．4 日縁下部 に稜 外面赤色顔 料塗付

46 高　 雄 黄　　 褐 細砂点 在 やや 口　 径 稜 をもたず内等 す る 外面下部へ ラケズ リ D l トレンチ

土不　 部 緻　　 密 硬 質 12．6 土不部

（脚付椀 ？）

上部 ヨコナデ

内面 ヨコナデ

47 高　 士不

脚　 部

橙 中砂点 在

細砂散 在

やや

軟 質

不　 明 脚天井部 が広い

長 めの脚

内外 面 タテナデ D 3　トレンチ　 ー80cm

48 高　 士不 黄　　 褐 中砂 点在 やや 不　 明 脚天井部 が広 い 外 面脚 下半 タテパ ケ

脚　 部 細砂散 在 軟質 脚下 半部が開 く 内面 ヨコ ・ナナ メケズ

リ

ー18－
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遺物
番号 器　 種 色　 調 月台　 土 焼 成 法量伝m） 形態上 の特徴 手法上 の特徴 備考 （出 土地 点）

49 高　 士不

脚　 部

に　ぷ　 い

黄　　 橙

緻　　 密 やや

硬質

不　 明 脚下半部 が大 きく開 く 外面不 明

内面下半部 ナナメパケ
D l トレンチ南部

50 高　 士不 黄　　 褐 粗砂散 在 やや 脚端 径 脚下部 が緩 内等 す る 外面 タテナデ D 3　トレンチ　 ー40cm

脚　 部 硬質 14．0 内面粗 い ヨコパケ 外面赤色顔料塗付

51 高　 士不 浅　　 黄 中砂点 在 やや 脚端 径 短 かめの胴 外面 タテヘ ラ ミガキ D 3　トレンチ　 ー 60cm
脚　 部， 緻　　 密 硬質 11．8 45 0　に開 く脚裾 内面 ヨコパ ケ

後 ヨコナデ

52 低　 脚 黄　　 橙 中砂点 在 やや 不　 明 短 かい胴 外面 タテヘ ラ ミガキ D l トレンチ
土不　 脚 緻　　 密 軟質 大 きく開 いた脚裾 内面断続的 ヨコパ ケ

53 低脚土不 オ リーフや 小礫 点在 やや 脚端径 小 さな土不部 不　　　　　 明 D l トレンチ　 ー65cm
黄 中砂散在 軟質 14．2 4 5 0　に開 く脚部 （内外面 ヨコナデ ？）

54 低脚士不 淡　 明　 黄 均　　 質

細砂 散在

軟質 脚端径

7．2

短 か く外反気味 の脚部

内等 気味立上 がる土不部

内外面 ヨコナデ D 3　トレンチ　 ー60cm

55 鼓　 型 黄　　 橙 小轢 点在 軟質 口　 径 短 かめの筒部 外 面 ヨコナデ D l トレンチ　 ー90cm

器　 台 中砂 散在 21．8 大 きく外反す る口縁部

口縁 下部 に稜

内面へ ラケ ズリ

後 ヨコナデ

56 器　 台 褐　　 灰 中砂 点在 やや 口　 径 短 かめの胴 外 面 タテヘ ラ ミガキ D l トレンチ

緻　　 密 硬 質 10．6 4 5 0　外反の脚下部 内 面へ ラケズ リ

後 ヨコナデ

57 土　 錐 浅　　 黄 細砂 点在

緻　　 密

やや

硬 質

長　 さ

4．25

口　 径

1．05

紡錐形 、全体的 に薄 め

の土維

不　　　　　 明 D l トレンチ排土

58 石　 斧 灰

オ リーフや

玄 武岩 長　 さ

9．5
幅

5．5

D’2 トレンチ南西部

－50cm
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（I－5）El e E2トレンチ

El・E2トレンチを設定して、C2トレンチで検出した円面硯に関連する遺構の検出を試み

た。しかし両トレンチ共に－20cm前後で基盤岩（鳥取層群下部類層）に達し、明瞭な遺構・遣物

共に検出できなかった。

E2トレンチ清掃中、この北壁東端部に円磨された巨礫を認め、この巨礫の性格を確認する為

に拡幅作業を行なった。その結果、奥壁に三郡変成岩を使い、側壁その他に円磨した川原石（安

山岩）を配した約2m四方の石組を検出した。

これを横穴式石室であると断定し、仮称、西ノ岡古墳とした。この古墳についての詳述は項を

改めて行なう。

（I－6）Fトレンチ

本トレンチ（2×10m）は、今回の試掘調査の中で最も高度のある所に位置しており、地形的

に言えば扇状地の扇央部に相当すると考えられる。しかし、この扇状地は沖積世に形成されたも

のなので、遺物・遺構の存在する可能性は十分にあり、逆に遣物・遺構が検出されなかったとし

てもそれを確認する事には価値がある。

本トレンチ西隅－50cmより胴部直径約25cmの土師器（婆？）とピット状遺構を認め、中央部で

幅約3mの黒褐色の落込みを認めた。この黒褐色礫層中に土師器片の混入が見られ、地表下80cm

ではスタンプ文（厚さ2mm）の暗褐色を呈する土師片も確認した。この他に、トロ箱一杯分の土

器片を検出したが、計測可能なものは見当らない。

その中で59番の遣物によりFトレンチを代表させたい。この遣物は低脚土不もしくは器台に分類

されるもので、淡黄色を呈し、胎土には中粒砂が点在しやや軟質である。形態上の特徴として低

く小さな脚部と緩やかに外反する底休部。手法上の特徴として外面ヨコナデ・脚内面不規則なヘ

ラケズリを認める。この59番はFトレンチ中央部－80cmで検出したが、時期的には弥生時代末期
ヽ

から古墳時代前期のものと推定され、Dlトレンチの遺構被覆層と同時期のものと推定される。

この結果、明瞭に遺構を把握する事はできないが、隣接して存在する福井古墳とは直接的な関

係をもたない、何らかの遺構がある事は確認でき、同時に西ノ同遺跡の位置する沖積扇状地の扇

央部にも遺構が分布している可能性を指摘できる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

遺物実測図－Ⅶ

10cm
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［Ⅱコ10YR5月中小角磯～亜角磯散在淡黄褐色土層

［‡］コ2．5YR5／勺中小角礫～亜角磯散在灰黄褐色土層

［二二］10YR4／2～4／3軸＼角磯～亜角礫散在暗黄褐色土層

［Ⅱコ10YR4月～4／6中小角礫～亜角礫散在淡明黄褐色土層

Ⅲ10YR4／4～4／6中小角磯～亜角礫散在明黄褐色土層

E∃10YR4／4～3／4中小角礫～亜角礫散在暗褐色土層

旺Ⅲ］10YR5／6小亜角～中角磯散在明淡黄褐色土層

問10YR3／勺～3／4小亜角～中角礫散在暗褐色土層

皿10YR4〟～3〟小亜角～中角礫散在淡暗褐色土層

臣現7．5YR4／4～3／4小亜角～中角礫散在富暗褐色土層

図7．5YR4／6弱風化礫散在粘質暗赤褐色土層

四10YR6／6～4／6ローム質小亜角～中角礫黄褐色層

第18回　Fトレンチ北壁地層断面図

0　　　　　50　　　　1

l l

l

．　　 e

l　 e　　　　　　　　　　　　　　 l

l
1

I

I

l
； ・　　 ！ ‥ ． i ： ； I　　　 ．　　　　 ． l　　　　　　　　　　　 I I ．

・ 1　　　　　　　　　　 日 目 日 日 H H H ¶ ’ ； ・ ‥ ・ ． ・

Y ′ヽ ′ヽ
′ヽ

1′
、′ lヽ

4

e

V

1′

V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 V
′ヽ ′ヽ

l′

m V V ） ＞ ： 骨 ニ ＞ ノ V ： ゾ Y V V V ＞ ゾ … ＞ ＞ ） ゾ V V V ） ＞ ） ＞　 … …　　　　　　　　　　　　　　　 こ ： ） ＞ 郷 榊 鼎 冊 紺 肋 間 頒 附 此 柑 刷 曲 棚 柑 閻 派 閥 耕 冊 鼎

．° ． 一 。 ． ′ ． 一 ． ． ． 一 。 ′ ．
．°

mm10YR5／4中小角礫～亜角礫散在淡黄褐色土層　　　　EⅡヨ10YR4A～4／も中小角礫～亜角礫散在明黄褐色土層

［＝］2・5Y5月中小角磯～亜角礫散在灰黄褐色土層　　　　巨闇10YR4月～3月中小角礫～亜角礫散在暗褐色土層

旺Ⅲ10YR4／2～4／3中小角礫～亜角礫散在暗黄褐色土層　　旺閻10YR5／6小亜角礫～中角礫散在明淡黄褐色土層

mm10YR4／4～4／6中小角礫～亜角磯散在淡明黄褐色土層　旺皿10YR3／勺～3／句中亜角～中角礫散在暗褐色土層

第20図　Fトレンチ南壁地層断面図

－21－22－

仁ⅢⅢ10YR4／旬～3／4小亜角～中角礫散在暗褐色土層

閻7．5YR4／旬～3〟小亜角～申角礫散在淡暗褐色土層

図10YR6／6～4／6ローム質小亜角～中角礫黄褐色層 0　　　　　50

0　　　　　50　　　　1m
111111　題　1111

1　　　　　　　　　　2m



（Ⅱ－7）西ノ岡古墳

西ノ岡古墳は沖積扇状地の扇端部に位置しているかに見えたが、El e E2トレンチの所でも述

べたように、地表下20cm前後で基盤岩の鳥取層群下部層に達してしまう。

E2トレンチ東壁で土層断面を見ると、表土層は中粒構造をもつ10×10×5mmの中小角礫を散

在させる、色調2．5Yタ盲一％の黄褐色土層で層厚10cmを測る。その下位層は、層相は同質である

が層厚15cm、色調7．5YR％の明褐色土層へ漸移し、下位の層厚15cm、7．5YR％の色調をもつ中

小角礫～亜角礫点在暗褐色土層へと変化して行く。そして10YR％一％の明黄褐色を呈する新第

三系中新統の基盤礫岩に達する。

従って、西ノ岡古墳は下位の中位段丘（いわゆる3万年段丘）との比高約15mを有する丘陵の

末端部・高度73．5m前後の所に位置している。そして、この古墳の南東約60m、高度81mには福

井古墳があり、両古墳ともに北方に八東川の形成した平野を一望できる所に立地している。

西ノ岡古墳の築造方法を推定すると、Dトレンチでの沖積層の層厚が約110cmである事とC e

Dトレンチでの層相・土壌簡行等を老慮すると、沖積層の層厚は西ノ岡古墳地点で約50cmと推定

され、基盤礫岩を30－40cm掘り込んで築造したものと判断する。

この古墳は、両袖の横穴式石室で入口は閉塞され、玄室内の高さは60cm以上（奥壁右隅の転落

石を考慮）あったものと推定され、第21図から幅約190cm、長さ約200cmの玄室を実測出来る。

又、石室に使用している石は、奥壁のみに横幅168cm、厚さ約20cmの三郡変成岩の切割石を使

い、奥壁幅に長さが足りなかった為か、この切割石の右側に35×38×20cmの川原石（安山岩）を

配して、この2個の石より奥壁が構成されている。右側壁は97×52×32cmの石を最大とする計3個

の川原石、、佐山岩）を配して側壁を構成し、この巨石の根石として安山岩の扁平か日原石を使用し
＼

ている。この巨石の上位には根石状の石は見られず、又巨石の間隙を埋める石も検出してないので

断言する事はできないが、第1図に見る右側壁背後の巨石の痕跡は、側壁を二段に重ねたものと判断

され残存している側壁の掘り方とは考えられない。左側壁も右側壁と同様の作り方と判断され、

残存している石は75×36×25cmの安山岩質川原石であるが、2ヶ所に巨石底面の根跡を認める。

入口付近の袖部を構成する石は、奥壁に対して直交する様に配置され、羨道部も含めて6個の

巨石跡と考えられ、左袖の位置は外方の根石付近が妥当と判断する。出土物は破片等も含めて、

高士不10・土不2・蓋2・地2・壷1・提瓶1・直刀1・鉄鉄3・刀子2・鈍1を検出した。

これら出土物とその出土状況より古墳の造営時期を6世紀全搬から7世紀初頭と推定し、第1図

（巻頭）に見る如く追葬の痕跡も認められる。伴出物を見ると、第21図8番で出土した高球5個

より大きく分けて三期を分類する。古い方から64番の短脚無透、63・62・61番の短脚e長脚三方

一段透し、そして60番の長脚三方二段透の高士不である。この5個の高士不に加えて65番66067番の

高士不を考慮すると、口縁部と脚端部に決定的な相違が認められ、少なくとも3回の追葬がなされ

たものと考える。

－23－
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西ノ岡古墳出土物一覧表

㌣攣

遺物
番号

器　 種 色　 調 月台　 土 焼 成 法量 伝m） 形 態 上 の 特徴 手 法 上 の特 徴 備 考 （出 土地 点 ）

60 高　 雄 褐　　 灰 粗 砂 点 在 硬 質 口　 径 二 段 階 に立 上 が る マ キ ア ゲ ⑧ －a

緻　　 密 不安全 13 ．9 脚 端 部 に 3 条 の 凹 面 内 外 面 ヨ コ ナ デ

6 1 高　 士不 青　　 灰 細 砂 散 在 硬 質 口　 径 緩 内幸 で立 上 が る マ キ ア ゲ ⑧ －b

緻　　 密 良 好 12 ．1 脚 端 部 に稜

脚 端 側 面 に 凹 面

内 外 面 ヨコ ナ デ 坪 底 部 以 下 に赤 色 顔 料

62 高　 士不 噌 青　 灰 中 砂 点 在 硬 質 口　 径 内 傾 気 味 で立 上 が る マ キ ア ゲ

内 外 面 ヨ コ ナ デ

（彰 一C

緻　　 密 良 好 12 ．4 脚端 部 に凸 面 と 1 条 の

洗 練

土ネ底 体 部 以 下 に赤 色 顔

料

63 高　 士不 暗　 青 灰 中 砂 点 在 硬 質

良 好

口　 径

1 2 ．6

緩 内考 で立 上 が る マ キ ア ゲ （彰 一d 稀 底 体 部 以 下 に

緻　　 密 脚端 部 に凸 面 と 1 条 の

洗 練

内 外 面 ヨ コ ナ デ 赤 色 顔 料

64 高　 士不 暗　 青 灰 中 砂 点 在 硬 質 口　 径 短 か く太 い脚 上 半部 マ キ ア ゲ ⑧ －e
緻　　 密 良 好 1 5 ．2 脚 下 半 部 は大 き く内等

し、端 部 に 1 条 の 凹 面

端 底 面 は平 面

内 外 面 ヨ コ ナ デ

65 高　 士不 青　　 灰 細 砂 散 在 硬 質 口　 径 内 傾 気 味 で 立 上 が る マ キ ア ゲ ？ ④ 、 外 面 全 体 に赤 色 顔
士不　 部 緻　　 密 不安全 1 3 ．6 内 外 面 ヨ コナ デ 料 塗 付

66 高　 上不 青　　 灰 中砂 点 在 硬 質 口　 径 外 反 し立 上 が る マ キ ア ゲ 、 立 上 が り ヨ （彰、④
士不　 部 緻　　 密 良 好 1 2 ．6 鋭 い 受 部 端 面 コナ デ 。

底 休部 へ ラ ケ ズ リ、 後

ヨ コナ テP。

67 高　 雄

土不　 部

淡 青　 灰 中砂 点 在

緻　　 密

硬 質

良 好

口　 径

1 3 ．5

外 反 気 味 立 上 が る マ キ ア ゲ 、 立 上 が りヨ

コ ナ デ 。
底 体 部 へ ラケ ズ リ

後 ヨ コナ デ

⑳

68 土不 暗　 青 灰 均　　 質 硬 質 口　 径 2 段 階 に立 上 が る マ キ ア ゲ 、 内 面 ヨ コ ナ 羨 道部 出 土
緻　　 密 完 全 1 2．0 薄 く狭 い 受 部 デ。 底 休 部 ・下 部 外 面

へ ラ ケ ズ リ。

6 9 土不 淡　 青 灰 小 礫 点 在 硬 質 口　 径 短 か く内傾 す る立 上 が マ キ ア ゲ 、 内 面 ヨ コナ ⑮
良 好 10 ．6 り。

受 部 直 下 に 凹 面 が な い

デ。 底 休 部 ・下 部 外 面

パ ケ メ 調 整

7 0 高　 士不 暗　 青 灰 中砂 散 在 硬 質 口　 径 脚 端 部 内等 。 三 角形 の 内 外 面 ヨコ ナ デ ③
脚　 部 緻　　 密 良好 12 ．2 窓 。 脚 中部 に 2 条 の 凹 脚 中 部 に波 状 文

7 1 高　 上不 外 面 青 黒 中砂 点 在 硬 質 口　 径 脚 端 部 内等 内 外 面 ヨ コ ナ デ ⑪

脚　 部 内 面 青灰 緻　　 密 完 全 13 ．0 脚 下 部 に 三 角形 （？）の

窓

7 2 土不　 蓋 青　　 灰 小 礫 点 在

緻　　 密

硬 質

良好

口　 径

13 ．4

口縁 部 に 凹 面 内 外 面 ヨコ ナ デ

口縁 端 部 を 丸 くお さ え

る

⑪

7 3 稀　 蓋 青　　 灰 細 砂 散 在 硬 質 口　 径 口縁 部 に 凹 面 内 外 面 ヨコ ナ デ ⑳

緻　　 密 良好 12 ．1 口縁 端 部 を 丸 くお さ え

る

74 瓦塑 青　　 灰 粗 砂 点 在 硬 質 口　 径 外 反 す る 口縁 下 部 内 外 面 ヨ コナ デ ③

緻　　 密 良好 15 ．1 口縁 下 部 に 1 条 の稜 口縁 端 部 を指 オ サ エ

7 5 腔 暗 赤 褐 均　　 質 硬 質 口　 径 曲 折 し立 上 が る 口縁 部 内 面 ヨ コナ デ ③

緻　　 密 良 好 12 ．5 内 面 口縁 端 部 と外 面 口

縁 下 部 に 1 条 の洗 練

外 面頸 部 ヨ コパ ケ

外 面 口 縁 上 部 ヨコ ナ デ

76 高 士不？ 紫　 青 灰 粗 砂 散 在 硬 質 口　 径 口 縁端 部 を ツ マ ミア げ 内 面 ヨ コ ナ デ ⑪
緻　　 密 良　　 密 良 好 14 ．6 て 内 面 を薄 くす る 外 面 底 休 部 ヨ コパ ケ 外 面 に 自然 和 付 着
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慧矧 器 種
色　 調

胎 土 】焼成 l法蜘 形態上の特徴 ［ 手法上の特徴 l 備考 （出土地点）

l
77

l
不　 明

l
暗　青 灰

l
中砂点在

4数　　 密

1
硬質

良好

I
口　 径
13．8

ll内面口縁端部に凸線

巨等めの口縁端部

1
内外面ヨコナデ ②

78 提　 瓶 暗　青 灰

】

粗破散在 硬質 口　 径
l
肩部 にボタン状の耳を 休部マキアゲ、パケメ ⑧ －f

良好 7．7 貼付。

休部側面に貼合せの為

の凹面残す

口縁部内外面ヨコナデ

79 壷又瓶 暗 オリー 小礫点在 硬質 口　 径 直立内等気味の口頸部 内面ヨコナデ、マキア ⑤

ブ　　 灰 良好 8．6

l

口縁端部内面に段差あ

り

ゲ。

胴上半部以上外面にヨ

コパケ。
胴下半部以下外面へラ
ケズリ

〔石器〕

80：直刀（出土地点⑫）
全長35．2cm　刃長25．0　茎長10．2　元幅2．5　先幅1．6　元重ね0．9　先重ね0・5　反り－なし　茎反り－なし
目釘孔径0．3　目釘長2．3
強弱二種類のⅩ線写真により実測値を記したが、遣込が平造で角棟、両区の直刀と判断出来るが、強Ⅹ線写真よりハ
コボレの痕跡があり、宝物的なものでなくて、生前に使用されたものと考えられる。

81：鉄鉄（出土地点⑦）
直茎二巽（逆刺）鉄で、現存長15．5cm（含茎7．3cm）。身幅2．9　身厚0・3を測る
鉄身の断面は扁平な檜円形をなし、茎部分は長方形の断面をなす。

82：鉄鉄（出土地点⑩）
有茎鉄で現存長9．5cm　鉄身5．8　茎長3．7　身幅2．1身厚0．2を測る
鍛身断面は扁平射育円形、茎は扁平な長方形をなし、樹皮状のものが覆っているが、茎端部断面は楕円形となる。

83：鉄鉱（出土地点⑩）
有茎鉄で現存長10．4cm　鉄身5．5　茎長4．9　身幅2・2　身厚0・2を測る
鉄身断面は扁平射膏円形、茎は扁平な長方形をなし樹皮状のものが覆っている。茎端部断面は略円形となる。

84：刀子（出土地点⑯）
現在長11．8cm　刃長7．3　茎長4．5　身幅1・1身厚0・6　反り一なし、茎反り－なしで平造（断面が二等辺三角
形）

85：刀子（出土地点⑩）
現存長14．9。m　刃長10．0　茎長4．9　身幅1．05　身厚0．05　反り－なし、茎反り一考し、平造。

86：鏑（出土地ノ⑩）
現存長14．5cm　刃長7．7　茎長6．8　身幅1．8　身厚0・5
刃部中央部より曲折している。刃部断面長楕円、茎部断面長方形

－28－
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D2トレンチ（左側）
D3トレンチ（中央）

Dlトレンチ（右側）

（北方より）

Bトレンチ遺物出土状況（西方より）

木炭・丸底気味土器
（弥生末期住居址）

（Dlトレンチ南半付近を
東方より見る）

D2トレンチ南隅木棺墓（西方より）
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号

西ノ岡古墳右側壁高杯出土状況

（真上より）

F

ト

レ

／

チ
遺
物
出
土
状
況

茜
方
よ

且

西ノ岡古墳右側壁遺物出土状況

（北方より）

ー39一



あ　　と　　が　　き

西ノ同遺跡は、鳥取層群下部層を基盤とする沖積扇状地（風戊の大山降下火山灰は見られかゝ。）

にあり、北方に広がる中位段丘、低段丘の八東川河岸段丘面上には奈良時代の条里遺構の存在す

る可能性が指摘されている。

この遺跡で検出した遺構は、Bトレンチで奈良時代の掘立柱穴跡、Dlトレンチで弥生時代後

期から末期の竪穴式住居址（1基）、E2トレンチ東方より両袖と推定される横穴式石室を1基（周

溝は確認できなかったが、Dlトレンチ北端部が急激に落込む事から何らかの排水施設が存在す

る可能性を有する）を検出し仮称、西ノ岡古墳とした。この古墳では追葬の瘍跡を認め、築造時期

を6世紀前半、造営時期を6世紀全般から7世紀初頭と推定した。

また、Al・A2トレンチでは不明確ながら方形の住居址状遺構を認め、Fトレンチにより扇央

付近にも遺構の存在する可能性を確認し、これにより西ノ同遺跡の位置する扇状地全域に渡って

弥生後期から古墳時代前期の住居祉の存在する可能性が指摘できる。

そして、C2トレンチより円面硯の破片を検出し、これによりC2トレンチ南方の山寄りに奈

良時代後半期のこの付近の主要な建造物の存在する可能性を指摘できる。

以上より、西ノ岡遺跡は弥生時代後期から古墳時代前期には住居区として使用され、古墳時代

後期には古墳が造営され、奈良時代後半期から室町時代にかけて再度住居区として使用された可

能性を有する遺跡であると推定する。

最後に、西ノ岡古墳より出土した直刀の原寸でのⅩ線撮影を快よく引受けて頂いた松下理一（鳥

取赤十字病院歯科医）先生に記して感謝致します。

註①　郡家町教育委貞会（1979）：土師百井廃寺跡発掘調査報告書工

註②　岩永　実（1959）：鳥取県における条里地域の研究（第I報）鳥大学芸学部研究報告vo1－13P257－276

註（卦　船岡町教育委員会（1980）：牧野遺跡発掘調査報告書

Dトレンチにて作業員一同記念掘影
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